
鳥取県がん診療連携協議会 （相談支援 部会 ）       PDCAサイクル評価シート 令和 7年度

【 鳥取県の全体目標  】  がんになっても自分らしく生きることのできるがんとの共生社会を実現する。

【 中期目標  】  安心して質の高いがん相談をいつでも受けられる
  （令和10年度まで）   

前年度の目標 がん相談に関する普及啓発活動と各がん相談支援センターの質担保・均てん化を目指す

前年度Plan 前年度Act

①普及啓発
②相談員のスキルアップ
③第4期がん対策基本計画に基づく相談支援体制の構築
④サロン活動の再開、ピア・サポーター養成研修の企画

①広報活動を継続しがん相談支援センターの周知を図っていく。各病院の実情に合わせてリーフレットの内容を適宜修正、追加する。
②毎年継続して質向上と部会員同士が情報共有しあえるよう場となるよう研修会を企画していく。
③県内がん相談支援センター全体でライフステージに応じた相談支援を実施できるよう各施設と連携、情報共有を行っていく。
④サロン再開に向け部会全体で解決できることはないか模索していく。部会活動としてピアサポーターへの理解、活動の場の提供、院内スタッフや
患者家族への周知など協議する。また毎年研修継続およびフォローアップ研修の運営体制を健康政策課とともに整えていき、部会員はスタッフの一
員としてなんらかの形で研修に携わっていけるよう協議していく。

今年度の目標 病院および地域でがん患者・家族を誰一人取り残さずに支える体制づくりを目指す

Plan(計画） Do(実施） Check（点検・評価） Act（処置・改善）

④サロン活動の再開、ピア・サポーター養成研修の企画
感染対策を契機に活動休止している施設のサロンを再開できるよう課題整
理、対策検討など部会全体で協議する。第一回ピアサポーター養成研修報
告、第二回研修実施にむけ進捗を報告し部会活動の一環として共有する。
今年度のスタッフ協力を募る。

第二回ピア・サポーター養成研修を8/23（土）・9/14（日）開催
準備中。今回は中部で開催予定。ピア・サポーターの活躍の場の
一つにサロン活動もあり、各施設のサロン再開の一助となるよう
課題を整理し、相談員レベルで検討が難しい場合は部会や協議会
を通して働きかける。

③第4期がん対策基本計画に基づく相談支援体制の構築
各施設が実施しなければならない体制の整備を確認し、他施設の状況など
相互共有し、県全体で体制整備を目指す。小児・AYA世代などライフス
テージに応じた支援体制について各施設の現状や課題、役割分担について
議論、検討する。

第4期がん対策基本計画に基づいて、特に小児・AYA世代などライ
フステージ別に生じやすい相談について共有し、支援体制につい
てメール会議を通して各施設の実情や課題について協議する。

①普及啓発
県内の「がん相談支援センター」の周知を図るうえで配布可能で効率的な
ツールを活用し、院内外への広報に役立てる。患者会を通してかかりつけ
の患者さんが「がん相談支援センター」の存在を知らなかったという意見
も聞いており各病院での広報活動について協議し広報活動を推進する。

がん相談支援センターの広報資材（全県版がん相談支援リーフ
レットの改訂版）を県内医療機関等へ送付。各施設個別実施の市
民公開講座等で、広報として相談支援センター広報資材配布等実
施している。

②相談員のスキルアップ
部会研修会を企画し、部会員同士で情報共有、知識向上できる場を確保す
る。
国立がん研究センターの研修及び認定資格の受講状況を可視化し、各相談
員の資格取得状況をまとめることで更新時期を失念することなく、また国
立がん研究センターからの要請に対応できるよう体制を整える。

時期未定だが今年度もオンラインで小規模な研修会を開催予定。
研修会の場で各施設の近況や相談事を共有できる内容を企画して
いる。国立がん研修センター主催の研修受講については令和7年度
は鳥大病院で１名基礎研修Ⅲを受講予定。鳥取県立中央病院から
国立がん研究センター要請の基礎研修Ⅲファシリテーター1名、相
談員指導者研修ファシリテーターとして1名参加予定。


